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１．人工海浜・野鳥園に係る検討経緯（まとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人工島埋立面積 187ha 

人工島埋立面積の見直し 95ha 

環境影響評価書（H12.3） 

公有水面埋立申請に係る環境保全図書（H12.5） 

人工海浜の整備 野鳥園の整備 

自然海浜に類似した海浜整備 

 ●海域から砂浜、海浜植生に至る自然な連続性の確保 

 ●天然記念物であるオカヤドカリ類等の生物生息環境の創造 

自然の学習・観察施設の整備 

 ●浅海・干潟域の造成等と一体となった野鳥園の整備 

 ●鳥類の主な分布域、湿地の生態系等の創出 

公有水面埋立変更申請に係る環境保全図書（H23.7） 自然海浜に類似した海浜整備 

 ●海域から砂浜、海浜植生に至る自然な連続性の確保 

 ●天然記念物であるオカヤドカリ類等の生物生息環境の創造 

自然の学習・観察施設の整備 

 ●埋立地に野鳥園の整備 

 ●鳥類の主な分布域、湿地の生態系等の創出 

 

◎人工海浜の整備方針・整備イメージの検討 

◎人工海浜の整備について了承 

人工海浜専門部会で人工海浜整備の具体化検討を行う旨宣言 

◎野鳥園の整備方針・整備イメージの検討 

 

 

◎人工島環境整備専門部会で、人工海浜（生物・学習エリア）と野鳥園の一体的な整備計画を検討するよう宣言 

 

○人工海浜（生物・学習エリア）と野鳥園の具体化のための検討に着手 

＜環境監視・検討委員会（H13.2、H13.6、H13.12）、環境保全創造・検討委員会（H15.7）＞

＜環境保全創造・検討委員会（H25.12）＞ 

＜人工島環境整備専門部会（H26.10）＞ 

＜人工海浜専門部会（H15.9、H16.2、H16.9、H17.3）＞ 

○人工海浜整備の基本理念の策定 

  （元気、いきいき、美ら島ビーチ 渚でいちゃりばちょーでー） 

○人工海浜整備の基本方針の策定 

○人工海浜整備の基本計画の策定 

  （施設配置、動線計画、景観計画、植栽計画等） 

⇒人工海浜（憩い・賑わいエリア）の整備着手（H19～）

既存干潟域の消失 

浅 海 ・干 潟 域 と一 体 と
なった野 鳥 園 の整 備  

 

人 工 干 潟 の整 備  

埋立計画の見直し（187⇒95ha）

により既存干潟域は保全 

 

人 工 干 潟 は 
当 面 整 備 しない 

埋 立 地 に野 鳥 園
の整 備  
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◆H12 環 境 影響 評 価書 及び環境 保 全図 書における環境 保 全措 置（抜 粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆準 備書に対する県 知 事意 見（抜 粋） 

 

 

 

・平成 12 年の環境影響評価図書及び環境保全図書において、「自然海浜に類似した海浜整備」（人工海浜）及び「野鳥園」を環境

保全措置として位置付けた。 

・「人工海浜」においては、オカヤドカリ類等への配慮、海～砂浜～海浜植生の連続性確保、自然の魅力もった海岸などに考慮し

て整備することとしている。（準備書知事意見でもオカヤドカリ類等の保全が言及されている） 

・「野鳥園」においては、周辺域（人工干潟含む）と一体的な整備を行うこととしている。 

２．人工海浜及び野鳥園の環境影響評価手続き等における位置付け 

（1）平成 12 年度環境影響評価手続きにおける位置付け 



3 

 

 

 

 

 

 

 

◆H23 環 境 保全 図 書における環境 保全 措 置（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆H25 第 1 回環 境 保全 ・創造 検討 委員 会（H25.12.17） 資料-3（抜 粋） 

 

 

 

 

 

 

 

・事業計画の変更に伴う公有水面埋立承認・免許の変更手続き（H23.7 変更承認）における環境保全図書において、人工海浜及び

野鳥園を環境保全措置として再度位置付けた。 

・平成 25 年度第 1 回環境保全創造検討委員会（H25.12）において、人工海浜（生物・学習エリア）及び野鳥園の具体化検討を人

工島環境整備専門部会で実施する旨承認。 

・なお、これらは環境保全・創造検討委員会における行動計画として位置付けている。 

（2）平成 23 年度埋立変更申請（環境保全図書）及び環境保全・創造検討委員会における位置付け 
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◆環 境保 全 ・創造 検討 委員 会における行動 計 画の全体 像  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人工島を活用した地域の発展と調和しつつ,人工島及び周辺の自然環境を保全・創造し,また適正な利用を図る 

 

 

 

行動計画 
 

 

個別目標 

大目標 

①
大
型
海
草(

密
生
・濃
生
域)

の
移
植 

②
海
藻
草
類
の
生
育
環
境
の
保
全
・
創
出

④
ト
カ
ゲ
ハ
ゼ
の
生
息
に
適
し
た 

人
工
干
潟
の
創
出

⑤
既
存
干
潟
域
に
お
け
る 

ト
カ
ゲ
ハ
ゼ
生
息
圏
の
拡
大

⑥
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
類
等
に
配
慮
し
、 

自
然
の
魅
力
を
持
っ
た
人
工
海
浜
の
創
出

⑦
景
観
及
び
親
水
性
を
考
慮
し
た 

護
岸
整
備

⑧
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
に
配
慮
し
た

護
岸
等
の
構
造
の
工
夫

⑨
干
潟
生
物
や
野
鳥
等
を
対
象
と
し
た

環
境
学
習
の
取
り
組
み

⑩
干
潟
域
と
一
体
と
な
っ
た 野

鳥
園
の
整
備

⑪
比
屋
根
湿
地
及
び 

泡
瀬
地
区
海
岸
の
再
生

③
ク
ビ
レ
ミ
ド
ロ
の
生
育
に
適
し
た 

人
工
干
潟
の
創
出

事業による影響の代償措置 事業による影響を低減させるための措置 

藻場生態系の 

保全 

泡瀬地区の 

クビレミドロの保全 

トカゲハゼ生息域

の保全・拡大 

自然海浜に類似 

した海浜の創出 

埋立地の存在による

景観等への影響低減

環境教育の場・人と自然との 

触れ合い活動の場の創出 

移植対象藻場が確認さ
れた場合は生育環境を

整えた後、できる限り
移植 

環境監視結果を注視し、既存の生息
地・生育地の保全に努める（人工干潟

の整備は当面行わない） 
ただし、環境監視調査で影響が認めら
れた場合は適切に対応 

底質改良等の既
存生息地保全の

取組を継続 

人工海浜の整
備を継続 

親水性護岸
を導入 

環境共生機能を持っ
た護岸等の工夫（②

との連携も含む） 

環境学習活動
を継続 

野鳥園・泡瀬地区海岸
の具体化検討を埋立竣

工に合わせて実施 

黄枠:アセス書記載

の環境保全措置 
桃枠:その他の環境
保全措置 

今後の 

方向性 

（要約） 
H24委員会 

※平 成 25 年 度 第 1 回 環 境 保 全 ・創 造 検 討 委 員 会  資 料 -2 抜 粋  
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◆H12 第 1 回環 境 監視 ・検討 委員 会（H13.2.28） 資 料-4（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

◆H13 第 1 回環 境 監視 ・検討 委員 会（H13.6.11） 資 料-2（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 12 年度第 1 回環境監視・検討委員会において、人工海浜の整備方針を検討した。 

・平成 13 年度の同委員会においても検討を継続し、人工海浜の整備イメージ（第 1 回）やオカヤドカリ類の生息に適した海岸地

形の検討結果（第 3 回）を提示した。 

３．人工海浜に係る過年度検討状況 
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◆H13 第 3 回環 境 監視 ・検討 委員 会（H13.12.25） 資料-3（抜粋） 
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◆H15 第 2 回人 工 海浜 専門 部 会（H16.2.26） 資料-2（抜 粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 15 年度第 1 回環境環境保全・創造検討委員会において、人工海浜整備計画を検討していく旨了承され、人工海浜専門部会

で具体化検討を行うこととなった。 

・人工海浜専門部会は、平成 15～16 年度に 4 回開催し、平成 15 年度に基本方針、平成 16 年度に基本計画（施設、動線、景観、

植栽等）を策定した。 
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◆H16 第 1 回人 工 海浜 専門 部 会（H16.9.13） 資料-3（抜 粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア区分 

基本構想 

イメージ図 

N 

N 
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施設配置 

イメージ 

導入施設 

※赤 枠 は人 工 海 浜 （生 物 ・学 習

エリア）に関 わりが大 きいと考

えられる施 設 を示 す。 

N 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動線計画（平面） 景観イメージ 
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オカヤドカリの生息の側面からみた人工海浜断面（案） 



12 

 

◆H16 第 2 回人 工 海浜 専門 部 会（H17.2.17） 資料-3（抜 粋） 
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植栽計画（生物エリア） 

N 
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植栽計画（学習エリア） 

N 
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◆H12 第 1 回環 境 監視 ・検討 委員 会（H13.2.28） 資 料-4（抜粋） 

 

 

 

 

◆H13 第 1 回環 境 監視 ・検討 委員 会（H13.6.11） 資 料-2（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 12 年度第 1 回環境監視・検討委員会において、野鳥園の整備方針の検討を行なった。 

・平成 13 年度の同委員会においても検討が継続され、野鳥園の整備イメージを提示した。 

※現 状 では、人 工 干 潟 の整 備 は当 面 行 わないこととなっている。 

（H24 環 境 保 全 ・創 造 検 討 委 員 会 ） 

※ 

※ 

４．野鳥園に係る過年度の検討状況  
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※現 状 では、人 工 干 潟 の整 備 は当 面 行 わないこととなっている。 

（H24 環 境 保 全 ・創 造 検 討 委 員 会 ） 

 N  N 


